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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月30日(2008.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　炭疽菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｔｈｒａｃｉｓ）に対して防御的な
免疫応答を誘導する免疫原性試薬であって、共同して炭疽菌の完全長防御抗原（ＰＡ）の
３つまでのドメインに相当する１又はそれ以上のポリペプチドあるいはこれらの変異体を
含み、該ドメインの少なくとも１つがＰＡのドメイン１又はドメイン４あるいはその変異
体を含む、免疫原性試薬。
　　【請求項２】　炭疽菌のＰＡのドメイン４を含む、請求項１に記載の免疫原性試薬。
　　【請求項３】　ドメイン１とドメイン４の組合せ又はそれらの防御領域の組合せを含
む、請求項１又は請求項２に記載の免疫原性試薬。
　　【請求項４】　野生型ＰＡのドメイン１及びドメイン４の配列を含む、請求項３に記
載の免疫原性試薬。
　　【請求項５】　該ドメインが融合ポリペプチドの形態で存在する、請求項４に記載の
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免疫原性試薬。
　　【請求項６】　ＰＡ配列のドメイン２に融合したドメイン１を含む、請求項５に記載
の免疫原性試薬。
　　【請求項７】　ＰＡ配列のドメイン３に融合している、請求項６に記載の免疫原性試
薬。
　　【請求項８】　ポリペプチドの混合物を含み、かかるポリペプチドの内の１つがＰＡ
配列のドメイン１を含み、そして１つがＰＡ配列のドメイン４を含む、請求項４に記載の
免疫原性試薬。
　　【請求項９】　ポリペプチドがさらなるポリペプチドに融合している、請求項１～８
のいずれか一項に記載の免疫原性試薬。
　　【請求項１０】　上記のさらなるペプチドがグルタチオン－Ｓ－トランスフェラーゼ
（ＧＳＴ）である、請求項９に記載の免疫原性試薬。
　　【請求項１１】　請求項１～１０のいずれか一項に記載の免疫原性試薬のポリペプチ
ドをコードする核酸。
　　【請求項１２】　請求項１１に記載の核酸を含む発現ベクター。
　　【請求項１３】　請求項１２に記載のベクターで形質転換した細胞。
　　【請求項１４】　炭疽菌に対して防御的な免疫応答を誘導する免疫原性ポリペプチド
を生成するための方法であって、（ａ）防御免疫応答を誘導しうる炭疽菌の防御抗原（Ｐ
Ａ）又はその変異体、または（ｂ）防御免疫応答を誘導しうる炭疽菌の防御抗原（ＰＡ）
の防御ドメイン又はその変異体のいずれかをコードする核酸で大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）宿
主を形質転換し、形質転換した宿主を培養して、それからポリペプチドを回収することを
含み、但し、ポリペプチドが防御免疫応答を誘導しうる炭疽菌の防御抗原（ＰＡ）又はそ
の変異体である場合、該核酸内のグアニジン及びシトシン残基のパーセンテージが３５％
以上であることを条件とする方法。
　　【請求項１５】　該核酸が、防御免疫応答を誘導しうる炭疽菌の防御抗原（ＰＡ）又
はその変異体をコードする、請求項１４に記載の方法。
　　【請求項１６】　該核酸内のグアニジン及びシトシン残基のパーセンテージが４５％
以上である、請求項１５に記載の方法。
　　【請求項１７】　該核酸内のグアニジン及びシトシン残基のパーセンテージが５０か
ら５２％である、請求項１６に記載の方法。
　　【請求項１８】　該核酸が、防御免疫応答を誘導しうる炭疽菌の防御抗原（ＰＡ）の
防御ドメイン又はその変異体をコードする、請求項１４に記載の方法。
　　【請求項１９】　ドメインが炭疽菌のＰＡのドメイン１及び／又はドメイン４である
、請求項１８に記載の方法。
　　【請求項２０】　防御免疫応答を誘導しうる炭疽菌の防御抗原（ＰＡ）又はその変異
体をコードする核酸で形質転換した、組換え大腸菌（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ
）細胞であって、該核酸内のグアニジン及びシトシン残基のパーセンテージが３５％以上
である組換え大腸菌細胞。
　　【請求項２１】　該核酸内のグアニジン及びシトシン残基のパーセンテージが４５％
以上である、請求項２０に記載の組換え大腸菌細胞。
　　【請求項２２】　該核酸内のグアニジン及びシトシン残基のパーセンテージが５０％
から５２％である、請求項２１に記載の組換え大腸菌細胞。
　　【請求項２３】　該核酸が、図２に示すような配列番号１又はその修飾形態である、
請求項２０に記載の組換え大腸菌細胞。
　　【請求項２４】　該核酸が配列番号１である、請求項２３に記載の組換え大腸菌細胞
。
　　【請求項２５】　防御免疫応答を誘導しうる炭疽菌の防御抗原（ＰＡ）の防御ドメイ
ン又はその変異体をコードする核酸で形質転換した組換え大腸菌細胞。
　　【請求項２６】　核酸が炭疽菌のＰＡのドメイン１又はドメイン４をコードする、請
求項２５に記載の組換え大腸菌細胞。
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　　【請求項２７】　炭疽菌に対して防御的な免疫応答を誘導するポリペプチドを生成す
る方法であって、請求項２０から２６のいずれか一項に記載の細胞を培養し、培養物から
防御ポリペプチドを回収することを含む方法。
　　【請求項２８】　防御免疫応答を誘導しうる炭疽菌の防御抗原（ＰＡ）又はその変異
体をコードする核酸を含む大腸菌形質転換ベクターであって、該核酸内のグアニジン及び
シトシン残基のパーセンテージが３５％以上である大腸菌形質転換ベクター。
　　【請求項２９】　防御免疫応答を誘導しうる炭疽菌の防御抗原（ＰＡ）の防御ドメイ
ン又はその変異体をコードする核酸を含む大腸菌形質転換ベクター。
　　【請求項３０】　防御免疫を誘導し、且つ少なくとも３５％のＧＣ含量を有するＰＡ
又はその変異体をコードする、配列番号１の核酸又はその修飾形態。
　　【請求項３１】　配列番号１と少なくとも９０％同一である、請求項３０に記載の核
酸。
　　【請求項３２】　配列番号１を含む、請求項３１に記載の核酸。
　　【請求項３３】　炭疽菌による感染を予防する又は治療する方法であって、その必要
のある哺乳類に請求項１から１０のいずれか一項に記載の免疫原性試薬の十分量を投与す
ることを含む方法。
　　【請求項３４】　炭疽菌感染の予防又は治療のための薬剤の製造における、請求項１
から１０のいずれか一項に記載の免疫原性試薬の使用。
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